
Ｈ ２ ０ ． ５ ． １ ４ （ 水 ） Ｐ Ｍ ６ ： ０ ０ ～ ９ ： ０ ０

　 福 富 Ｏ Ｂ 会 会 長 の あ い さ つ の 後 、 今 年 度 の 総 会 の た め の

打 ち 合 わ せ が 行 わ れ ま し た 。

　 議 事 内 容 は ・ 総 会 内 容 検 討 ・ 講 演 会 講 師 の 検 討 ・ 懇 親 会

役 割 検 討 等 で 約 ３ 時 間 に わ た り 議 論 が 交 わ さ れ ま し た 。 部

会 が 行 わ れ ま し た 。

出 席 者 １ ０ 名 （ 部 会 召 集 通 知 ２ ７ 通 発 送 ）
数字は回生

Ｈ ２ ０ ． ５ ． ３ ０ （ 木 ） Ｐ Ｍ ６ ： ０ ０ ～ ９ ： ０ ０

　 幹 事 の 皆 さ ん は 、 会 館 到 着 と 同 時 に 総 会 案 内 を 通 知 す る

た め の 資 料 等 を 封 筒 に 詰 め る 作 業 を 約 １ 時 間 か け て 行 い ま

し た 。 封 筒 の 中 身 は 、 ・ 総 会 の お 知 ら せ ・ 事 務 局 だ よ り 第

１ ４ 号 ・ 講 演 会 講 師 プ ロ フ ィ ー ル ・ 終 身 会 費 振 込 み 票 ・ 総

会 出 欠 返 信 用 は が き で ９ ３ ５ 通 作 成 し 、 ６ 月 １ 日 付 け で 郵

送 し ま し た 。 作 業 後 、 総 会 内 容 の 確 認 及 び Ｏ Ｂ 会 の 今 後 の

運 営 に つ い て 話 し 合 い ま し た 。 部 会 後 、 会 館 か ら 徒 歩 １ 分

の 処 に あ る 居 酒 屋 わ ら べ で 懇 親 会 が 行 わ れ ま し た 。

出 席 者 １ ３ 名 （ 部 会 召 集 通 知 ９ ７ 通 発 送 ）

建 築 科 Ｏ Ｂ 会 の 会 員 の 皆 様 に は 、 い か が お 過 ご し で し ょ う

か 。 さ て 、 構 造 計 算 書 偽 装 事 件 に 端 を 発 し た 昨 年 ６ 月 の 建

築 基 準 法 改 正 、 今 年 １ １ 月 の 建 築 士 法 改 正 な ど 日 本 の 建 築

基 準 法 制 定 以 来 の 大 改 正 と 混 乱 に 続 き 、 そ の 影 響 に よ る 確

認 申 請 業 務 の 停 滞 ・ 減 少 、 公 共 投 資 の 削 減 、 原 油 高 に よ る

物 価 の 上 昇 な ど 、 建 築 を 取 り 巻 く 状 況 は ま さ に 試 練 の 時 で

は あ り ま す 。 そ の よ う な 状 況 下 で す が 、 今 年 も Ｏ Ｂ 会 で は

４ ５ 回 目 の 卒 業 生 を 迎 え 入 れ 、 現 在 １ ７ ０ ０ 余 名 の 会 員 数

と な り 、 母 校 、 勿 来 工 業 高 校 も 間 近 に ５ ０ 周 年 を 迎 え よ う

５ ０ 周 年 事 業 の 準 備 に も 取 り 掛 か り 始 め る こ と に な り ま す 。

ま た 、 Ｏ Ｂ 会 と 学 校 の 直 接 の 繋 が り で あ る 、 Ｏ Ｂ 会 有 志 に

よ る 在 校 生 対 象 の 設 計 塾 も ５ 年 目 と な り 、 先 生 方 の 協 力 の

も と 学 校 に 時 間 外 学 習 と し て 着 実 に 定 着 し つ つ あ り ま す 。

こ の よ う な 先 輩 か ら 後 輩 へ の リ レ ー と 連 携 は 、 ５ ０ 年 と い

う 先 輩 諸 兄 が 築 い た 歴 史 の 蓄 積 が 、 や っ と こ れ か ら 本 当 の

花 を 咲 か せ て そ の 実 力 を 発 揮 す る こ と に な る こ と へ の 予 感

を 感 じ さ せ ま す 。 こ れ も ま た 同 窓 で 同 業 、 若 し く は 現 在 の

職 業 は 違 っ て も 「 同 じ 釜 の 飯 を ・ ・ 」 と い う 団 体 が 持 つ 結

束 力 が 成 せ る こ と で し ょ う し 、 現 在 の こ の よ う な 不 透 明 な

状 況 を 乗 り 切 る 一 つ の フ ァ ク タ ー と し て 、 む し ろ こ の よ う

な 先 輩 ・ 後 輩 と 呼 び 合 え る ネ ッ ト ワ ー ク を 活 用 し て 、 そ れ

ぞ れ の 活 躍 の 糧 と さ せ る こ と を 期 待 し た い と 思 い ま す 。

  人 生 に 例 え る な ら ば ５ ０ 年 と い う こ と は 、 社 会 人 と し て

円 熟 し た 時 期 に 入 っ た と い う こ と で も あ り 、 Ｏ Ｂ 会 や 同 窓

生 の ネ ッ ト ワ ー ク も 多 様 な 人 間 関 係 が 生 ま れ 始 め る こ と を

意 味 し ま す 。 こ こ で 先 輩 諸 兄 の 活 躍 を 少 し ご 紹 介 し ま す が 、

例 え ば 、 今 年 ５ 回 生 の 酒 井 晃 建 築 設 計 事 務 所 さ ん が 県 建 築

士 会 住 宅 コ ン ク ー ル で 優 秀 賞 を 受 賞 し ま し た 。 ま た 、 多 分

同 窓 生 で 行 政 勤 務 者 以 外 で は 初 め て の 職 種 を 始 め た と 思 わ

れ る 確 認 検 査 機 関 の Ｅ Ｍ Ｉ 確 認 検 査 機 構 代 表 の 松 井 孝 雄 さ

ん （ ８ 回 生 ） が お り ま す 。 先 輩 で は 、 元 Ｏ Ｂ 会 長 の 櫛 田 さ

ん に 続 き や は り 元 Ｏ Ｂ 会 長 の 本 田 さ ん が 今 年 リ タ イ ヤ さ れ

て 公 園 緑 地 観 光 公 社 へ 移 籍 さ れ い わ き 市 フ ラ ワ ー セ ン タ ー

所 長 を 兼 務 さ れ て 花 と 緑 に 囲 ま れ た 生 活 を し て い ら っ し ゃ

い ま す 。 ま た 同 窓 生 を 見 ま す と 、 母 校 の 鈴 木 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 が

高 校 連 ピ の 会 長 、 宮 野 電 気 の 国 府 田 さ ん が 小 中 学 校 連 ピ の

会 長 を 勤 め ら れ て お り 、 市 内 の 小 中 高 Ｐ Ｔ Ａ の 代 表 者 が 勿

来 工 業 生 の 双 肩 に 負 っ て い る と い う 状 態 で す 。 こ れ ら の こ

と は 、 ま さ し く わ が 母 校 が 社 会 の 中 で の 役 割 が 円 熟 期 に 入

っ た と い う 感 が あ り 、 そ の 多 様 な ネ ッ ト ワ ー ク と 人 間 性 が

頭 角 を 表 し 始 め た と い う こ と で し ょ う 。 こ の よ う な 社 会 的

な 活 躍 の 多 様 な 話 題 の 背 景 は 、 私 見 で は あ り ま す が 、 勿 工

生 の 気 風 と い う の は 、 人 を 押 し の け て で も ・ ・ と い う 過 度

な 競 争 社 会 に 興 味 を 持 た ず 、 む し ろ ど の 立 場 に い て も 滅 私

奉 公 す る と い う 「 も の づ く り の 精 神 」 に 裏 打 ち さ れ た 人 間

性 と お お ら か な 気 風 が 培 わ れ て い る か ら ・ ・ と 感 じ ま す 。

こ の よ う な 社 会 状 況 だ か ら こ そ 、 そ の ヒ ュ ー マ ン な 気 風 を

社 会 が 求 め て い る と い っ て も 良 い の で は な い で し ょ う か 。

如 何 に 変 化 し よ う と も 、 校 歌 に あ る 「 ・ ・ 国 の 栄 え は 人 に

こ そ あ れ 、 人 の 栄 え は 道 に こ そ あ れ ・ ・ 」 で あ り ま す 。 母

校 で 学 ん だ 原 点 を 見 失 わ な い で そ れ ぞ れ の 道 を 、 平 常 心 を

持 っ て 歩 ん で い た だ き た い と 思 い ま す 。 末 筆 に な り ま す が 、

会 員 の 皆 様 の ご 健 康 と ご 活 躍 を お 祈 り 申 し 上 げ ま す と 共 に 、

次 回 の 総 会 で も 皆 で 校 歌 を （ 若 い 後 輩 の 人 は 知 ら な い よ う

で し た が 、 今 回 は 、 亡 き 森 先 生 が 作 っ た と い わ れ る 「 建 築

科 応 援 歌 」 も 皆 で 唱 和 し ま し た 。 ） 歌 え る こ と を 楽 し み に

し て お り ま す 。

と し て お り ま す し 、 母 校 で は 、 今 年 は 文 部 科 学 省 指 定 の

「 目 指 せ ス ペ シ ャ リ ス ト 」 事 業 が 本 格 的 に な り 、 同 時 に

冒 頭 で も 述 べ ま し た よ う に 、 私 た ち を 取 り 巻 く 社 会 環 境 は
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Ｏ Ｂ 会 総 会 が 開 催 が さ れ ま し た 。 進 行 係 は 、 １ ８ 回 生 の 鈴 木

忍 さ ん が 行 な い 、 ５ 回 生 の 小 林 仁 さ ん が 開 会 宣 言 を 行 な い ま

し た 。 今 回 初 め て 会 長 を 努 め る 、 福 富 大 祐 さ ん の あ い さ つ と

　 引 き 続 き 講 演 会 が 行 な わ れ 、 今 回 は い わ き 明 星 大 学 の 中 尾

剛 准 教 授 を お 招 き し 「 便 利 な ネ ッ ト ！ 危 険 な ネ ッ ト ？ 　 ～ 情

報 化 社 会 の 光 と 影 ～ 」 と 題 し て イ ン タ ー ネ ッ ト の 危 険 性 と 安

全 に 利 用 す る 方 法 に つ い て お 話 し て い た だ き ま し た 。

　 来 賓 の 方 ７ 名 、 会 員 ３ ６ 名 に よ り 懇 親 会 が 行 わ れ ま し た 。

勿 エ 教 頭 、 同 窓 会 会 長 、 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 、 建 築 科 長 の ご 挨 拶 を い

た だ き 、 富 樫 要 次 元 科 長 の 乾 杯 の 音 頭 で 会 が 始 ま り ま し た 。

今 回 ２ 回 生 か ら ４ ３ 回 生 ま で ４ ０ 年 の 世 代 を 超 え て 行 な っ た

懇 親 会 は 、 親 子 関 係 以 上 離 れ て い な が ら 皆 、 仲 間 と し て 楽 し

い 時 を 過 ご し ま し た 。 今 回 の 司 会 は ３ １ 回 生 の 佐 藤 則 之 さ ん

が 、 す ば ら し い 進 行 を し て 下 さ い ま し た 。

福 富 大 祐 会 長 　 挨 拶 中 尾 剛 准 教 授 　 講 演 会
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所 信 表 明 が 行 な わ れ そ の 後 、 ２ ４ 回 生 の 橋 本 浩 喜 議 長 の 進 行

で 議 事 が 進 め ら れ １ 号 か ら ４ 号 議 案 ま で 審 議 さ れ ま し た 。

議 事 内 容 は 裏 面 を 参 照 し て 下 さ い 。 無 事 審 議 を 終 え ９ 回 生 の

平 子 恵 俊 さ ん の 閉 会 の こ と ば で 総 会 を 終 了 し ま し た 。

1、 開 講 打 合 せ

　 　 日 時 ： ５ 月 ２ ４ 日 ( 土 ) Ｐ Ｍ ５ ： ０ ０ ～ ９ ： ０ ０

　 　 場 所 ： い わ き 市 鹿 島 町 レ ス ト ラ ン ・ エ ル ト マ

２ 、 塾 生 募 集 と 説 明 会

　 　 日 時 ５ 月 ２ ９ 日 ( 木 ) 　

　 　 ２ 年 １ ０ ： ４ ０ ～ 、 １ 年 １ １ ： ０ ０ ～ 、

　 　 ３ 年 １ １ ： ４ ０ ～ ( 各 々 １ ５ 分 ～ ３ ０ 分 )

　 　 １ 年 か ら ３ 年 の 全 建 築 科 を ま わ り １ ４ 回

３ 、 設 計 塾 開 講

　 　 日 時 ： ６ 月 １ ４ 日 ( 土 ) Ｐ Ｍ １ ： ３ ０ ～

　 　 今 年 も こ の 日 、 開 講 日 を む か え ま し た 。 校 長 、 教 頭 ２

　 　 名 、 建 築 科 長 が 出 席 し 、 各 々 ご 挨 拶 を 頂 き 、 講 師 の 自

　 　 己 紹 介 を 兼 ね た 挨 拶 が 行 な わ れ ま し た 。 今 年 は １ 年 ７

　 　 名 と ３ 年 ４ 名 の 参 加 者 が あ り 、 各 々 の 学 年 ご と に 分 か

　 　 れ て 授 業 等 が 行 な わ れ た 。

　 　 生 の 高 原 典 宏 さ ん が 説 明 会 と 募 集 を 行 な

　 　 っ た 。

　 　 参 加 者 ： １ ２ 名 　 酒 井 、 嵐 、 福 富 、

　 　 土 田 、 千 葉 、 渡 辺 久 、 佐 藤 敏 、 高 原 、

　 　 鈴 木 忍 、 海 野 、 浦 木 、 田 畑 建 築 科 長

ＯＢ会　会長 ７回生　福富大祐さん

　 い わ き 市 平 　 労 働 福 祉 会 館 　 ３ 階 会 議 室

Ｈ ２ ０ ． １ ０ ． ２ ９ （ 水 ） Ｐ Ｍ ６ ： ０ ０ ～ ９ ： ０ ０

１ 　 第 １ ６ 回 総 会 報 告

２ 　 設 計 塾 経 過 報 告

３ 　 事 務 局 た よ り 発 行 準 備 ・ Ｈ Ｐ 更 新

４ 　 次 年 度 総 会 内 容 （ 役 員 改 選 ） 検 討

５ 　 新 年 会 日 程

６   そ の 他 （ 協 賛 等 に つ い て ）

平 成 ２ １ 年 １ 月 ２ ４ 日 （ 土 曜 日 ） 　 Ｐ Ｍ ５ ： ０ ０ ～

場 所 　 い わ き 市 常 磐 湯 本 町 向 田  44  山 翆 （ さ ん す い ）

会 費 　 ５ , ０ ０ ０ 円

新 年 明 け ま し て お め で と う ご ざ い ま す 。 新 年 を 迎 え る に あ

た り 、 皆 様 に は 常 日 頃 か ら の Ｏ Ｂ 会 へ の ご 協 力 を 感 謝 申 し

上 げ ま す 。 さ て 、 昨 年 は 建 築 基 準 法 に つ づ き 建 築 士 法 の 大

改 正 が 施 行 さ れ 、 い よ い よ 業 界 の 変 革 が 目 に 見 え る か た ち

で 始 ま り ま し た 。 こ の よ う な 時 期 こ そ 、 互 い の 情 報 交 換 と

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン や 同 輩 の み な ら ず 先 輩 諸 兄 の 様 々 な 経

験 に 学 ぶ こ と も 有 効 で あ る と 思 い ま す 。 そ の よ う な 思 い も

皆 様 の ご 健 康 と ご 活 躍 を 祈 念 い た し ま す 。

含 め て 、 激 動 の 年 初 に あ た り 新 年 会 を 開 催 し ま す 。 本 年 の 、

平 成 21年 　 初 春 　 Ｏ Ｂ 会 会 長 　 福 富 大 祐

案内通知１００名（幹事の方へ）　出席者１９名

渡辺　善智

鈴木　正吉

嵐　　繁雄

千葉　良司

高原　典宏

橋本　浩喜

高木　英淑

平子　恵俊

小林　　仁

櫛田　常雄

四家　康正 佐藤　則之

鈴木　　忍

渡辺　  久

志賀　利光

高杉  吉正 渡辺  忠敬

福富　大祐

佐藤　敏男
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 コ ン ペ

審 査 員

審 査 会

氏 名

佐 川 　 翔 太

鈴 木 　 貴 俊

鈴 木 　 哲 也

柳 田 　 荘 子

大 江 　 敏 也

大 友 　 渉

大 森 　 昌 範

伊 藤 　 裕 紀

藤 田 　 麗 衣

平 成 ２ １ 年 ２ 月 ２ ８ 日

特 別 賞

佳 作

表 彰 式

入 選 作 品

優 秀 賞

最 優 秀 賞

13: 00～14: 00 勿 工 建 築 科 ３ 年 教 室

出 席 者 嵐 　 繁 雄 福 富 大 祐 土 田 利 夫 千 葉 良 司 高 原 典 宏

海 の 似 合 う 建 物

勿 工 建 築 科 ３ 年 生 （ ４ ６ 回 生 ）

平 成 ２ １ 年 ２ 月 ２ ０ 日 13: 00～15: 00 勿工建築科製図室

小 名 二

小 名 二

勿 来 一

勿 来 一

泉

勿 来 一

勿 来 二

植 田 東

内 郷 一

泉

作 品 タ イ ト ル

～ 波 ～

青 +青 ＝ 贅 沢 な 今 日

マ リ ン ス ノ ウ

海 と 共 に

パ テ ィ シ エ の 隠 れ 家

海 の 風 呂

Ａ ｑ ｕ ａ ｍ ａ ｒ ｉ ｎ ｅ

Ｂ Ｌ Ｕ Ｅ 　 Ｇ Ａ Ｒ Ｄ Ｅ Ｎ

出身中学

Spi r al  Shel l  House

I nf i ni t y Sea

後 藤 隆 之 介

「 海 の 似 合 う 建 物 」 と い う テ ー マ で 設 計 コ ン ペ 要 項 が 設 定 さ れ た 。 審 査 会 を 迎 え る

前 に 、 植 田 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー で ３ 日 間 設 計 展 が 開 催 さ れ 、 一 般 の 方 に も 公 開 さ

れ た 。 今 年 の 作 品 は Ｃ Ａ Ｄ に よ る 作 品 が 多 く 色 使 い 等 も 自 在 に こ な し 、 ま と ま り の

い い 作 品 が 多 か っ た 。 日 ご ろ の 先 生 方 の 指 導 が 成 果 と し て 現 れ て い る よ う だ っ た 。
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小林　　仁 嵐　　繁雄

福富　大祐 千葉　良司

佐藤　敏男 高原　典宏

佐藤　則之
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31 出席者７名

案内通知２３名（執行部の方へ）

審
査
結
果
報
告

土 田 利 夫

浦 木 祐 作海 野 英 行

福 富 大 祐嵐 　 繁 雄

高 原 典 宏

酒 井 　 晃

千 葉 良 司

元 Ｏ Ｂ 会 長 の 高 杉 さ ん が 、 い わ き 市 役 所 を 退 職 さ れ ま

し た 。 い つ も 優 し さ と 公 平 さ を 持 っ た 眼 差 し で 後 輩 を

編集
後記

見 つ め ら れ て い た 印 象 が あ り ま す 。 ま た 、 機 械 科 卒 で は あ

り ま し た が 、 高 杉 さ ん と 同 輩 の 、 住 宅 課 長 を 務 め ら れ た 塩

崎 さ ん も 退 職 で す 。 お 二 人 と も 本 当 に ご 苦 労 様 で し た 、 そ

してお世話になりました。これからもご指導をお願いいたします。

　平成２０年度　所信表明

執行部会

幹事会

講演会 懇親会
　 Ｈ ２ ０ ・ ６ ・ ２ ８ （ 土 ） 報 徳 苑 （ い わ き 市 内 郷 ） に お い て

総会第１６回

★第８回講演会

★懇親会

執行部会

新年会

設計塾 今年( 平成２０年) ５年目


